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1. 本 誌 は､物 性物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究者 が その研

究意 見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に関連 した情 事臣を速

や か に交換 しあ うこ とを 目的 と して ､ 毎 月 1回編 集 ･刊行 され ます ｡

掲 載 内 容 は､研究 論 文 ､研 究 会 ･国 際 会 議 な どの報 告 ､講義 ノー ト､

研 究 に開通 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス を どで す ｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 を行 ない ませ

ん｡但 し､編集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 しく不適 当 と認 め た も

の につ いて は､改 訂 を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す るこ とが あ ります ｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引 用 す る と きは､著 者 の承 諾 を

得 た上 で private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用 紙 を使 用 し､雑 誌 のページ数 を節 約 す るた め

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミス プ リ ン トが生 じない よ うを処 置 を とって下 さい｡上 ツキ ､下 ツ

キ､ 英字 の大 ､花 文字 ､ ギ リシャ文字 ､ O と a と 0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ C と e､ 1(エ ル)と 1(イチ )､ X と× (カケ ル)､ uとV等 を

赤 で指 定 して下 さい ｡

4. 数 式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能 性 の あ る長 い数式 等 は必 ず改行 の際

の切 れ 目 を赤 で才旨走 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きるもの を原 稿 に添 えて下 さい｡ 区lの縮■尺 ､

拡 大 は致 しませ んo l頁 (13×19cm2)以 内 に入 らない図 ､ その ま ま印

刷 で きない図 は原 則 と して著者 に返送 し､書 き改 めて い ただ きます ｡

図 ､表 の説 明 は別 紙 に書 き､本 文 中 に挿 入位 置 を赤 で 明示 して下 さ

い 0

7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原 則 と して作 りませ ん ｡ ど うして も別刷 が入 用 な場 合 は､

投稿 の 際 に所 要部 数 を50部 単 位 で 申込 んで下 さい｡別刷 代 は下 記 方

式 によ り､現 金 で納 入 して い ただ きます ｡

(郵券 に よ る受付 は いた しませ ん)

p :物 研 出来 上 り頁数

Ⅹ :別 刷所 要部 数

a :別 刷 1頁 の代 金 3円

b :製 本代 (別 刷 1部 につ き) 30円

別刷 代 - (ap+ら)x+送料

別刷 代 金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい｡ そ

れ よ り遅 れ た場 合 には遅 滞 追 徴金 を請 求 され る こ とが あ ります か ら､

御 注 意 下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原 則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます ｡



基研研究部員会議報告

基研研究部員会議報告

基礎物理学研究所における研究計画等を審議する第 75回(54年度第 1回)研究部員

会議が, 6月 28日, 29日の両日基研で開かれた｡物性研究者に関心があると思われる

問題を中心に,会議のあらましを報告したい｡

1)議長団報告

議長団の改選が行われた｡新議長団は並木美喜雄 (早大理工 ),益川敏英 (核研 ),

三輪浩 (阪大種 )の三氏｡

2)国際交流について

○文部省甲種外国人招-いの枠で53年度には M.H.Cohen(物性 )とC.Fronsdal(素

粒子 )が来所し6ケ月滞在した｡この枠は最近たい-ん通り易くなって,いい候補者さ

えあれば毎年でも招-いできる｡滞在期間は3ケ月以上 10ケ月以内である｡ (以上所

長報告 ) 文部省乙種 (短期 )で申請 したうち,物性関係者は:

V.J.Emery(Brookhaven),J.V.Jos6 (シカゴ大 )(以上 KSI関係),A.R･Bishop･

○湯川記念財団は ｢理論物理学に関する国際会議等-の参加援助｣の事業を行っている

が,今年度は 10名 (うち物性 1)-の旅費援助を行った｡来年度も行われる予定なの

で,来年度開催される関連国際会議を調査し,秋までにまとめる予定である｡ (枚氏報

告 )

3) KyotoSummerlnstituteについて

01979年 KSI(低次元素の物理 )の報告

講師にV.J.Emery,B.Ⅰ.Halperin,J.V.Jos6,L.J.Sham,福山秀敏,鈴木増雄の各氏

が決っている｡最初予定していた A.I.Larkinは参加できないことになった｡参加申込

者は76名,うち外国人 12名 (米 5,中国2,イスラエル 1,インド1,フイリッピン

1,ブラジル 1,ソ連 1)で,かなり国際的となった｡

01980年 KSIについて

｢ァモルフアス半導体｣をテーマに1980年 9月に開催することが承認された｡ これ
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基研研究部員会議報告

は, 80年 9月 1- 5日に京都で開かれる半導体国際会議のサテライ トとして行 うもの

である｡ (資料参照)

○今後のKSIの計画

KSIはこれまで "自然発生的 "に計画 して来たが,今後もっと計画的に開催する必要

がある｡そこで,毎年 1月末の〆切で計画を公募し, 2月の研究部員会議で決定する,

実施はその後 1年半以内とする,というルールを申合せた｡

4)秋のシンポジウムについて

秋の研究部員会議の際にシンポジウムを開催することになった｡テーマ等は実行委員

会 (議長団+α)に検討を一任する｡素粒子 ･物性に共通するテーマを設定すること等

が考えられる｡

5)54年度第 2回研究計画の決定

物性関係ではつぎの 2件が提案され,いずれも採択された｡ (資料参照 )

短期研究会 ｢固体表面及び吸着子の理論｣(38万円)

モレキュール型 ｢遷移金属における原子間相互作用の電子相関効果｣(7万円)

6)基研将来計画について

将来計画委員会で検討をすすめていたが, 5月下旬パンフレット｢基礎物理学研究所
辛)

の将来｣を作成 し,関係方面に配布した ｡今後検討すべき問題点はつぎの諸点である｡

○助手問題,任期 3年 という基研の助手は実質的に PDF的性格を持つ,むしろ助手

は廃止 L PDF にかえた方がよいという意見があり,検討は済んでいない｡

○人事交流 ･任期制 将来基研のスタッフは大半を出向型にすべきだという意見もあ

る｡名案はないっ

○所長問題,基研にはやは り基研の "顔 "ともなる所長が必要ではないか,所長とし

てではなく就任したスタッフが所長を勤めざるを得ないという現状には問題がある

ので,それにかわる方法が必要だという意見が出されている｡

将来計画実現のためには,今後研究者間での討論をすすめ,広い研究者の支持を得る

必要があることが確認された｡具体的には来年春の年会の際にシンポジウムを開くこと

等が考えられる｡

･)御覧になりたい方は,基研共同利用事務室あて申込んで下さい｡お送 りいたします｡
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第 1日の午後に行われた物性関係の部員のインフォーマル ･ミーティングでは,来年

のKSI,研究計画 2件の検討を行 った｡ とくに, ｢固体表面及び吸着子の理論｣に関

して,提案者の吉森昭夫氏に,問題点についてレクチュア-をお願いした｡

なお,研究部員会議に引き続き6月 30日には運営委員会が開かれた｡運営委員は改

選が行われた｡次回からの新メンバーのうち物性関係者は久保亮五,糟谷忠雄,金森順

次郎,渡部三雄 (以下物小委推薦 ),松原武生 (学生 ),長岡洋介 (所員 )である｡

(基研 ･長岡 )

資料 1. KyotoSummerhstitute 計画

7 - マ : Am orphousSemiconductors

時 期 : 1980年 9月 8日～11日

場 所 : 京大理学部大講義室

形 式 : スクール形式+パネル ･ディスカッション

スコープ: 理論 ･実験ともに基礎論

構造 (ランダム系の一例としてのとらえ方 )

電子的性質 (電子状態,輸送現象,光学的性質 etc)

光構造変化

参 加 者 : 70-100人

組織委員 (予定 ):

松原 武生 (京 大 ),長岡 洋介 (基 研 ),米沢富美子 (基 研 )

(以上議長団 ), 新井 敏弘 (筑波大 ),浜川 圭弘 (阪 大 )

大坂 之雄 (広 大 ),田中 -宣 (電総研 ),上田 顕 (京 大 )

二宮 敏行 (東 大 ),清水 立生 (金訳大 ),小川 泰 (京 大 )

仁田 昌二 (岐早大 ),平木 昭夫 (阪 大 ),広瀬 全孝 (広 一大 )

外国人講師 (莱 ):

weaire(スコットランド), Jonnopoulus(米 ), Adler(米 )

cohen(米 ), Kincaid(米 ), Paul(莱 ),Abraham(米 ),
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資料 2. 研究計画提案説明

1)短期研究会

･固体表面及び吸着子の理論

イ )固体表面の研究の中で,.特に,イオン結晶での surfacerumpling,半導体 ･金属で

の表面再構成,攻着子と固体の相互作用,吸着子の秩序状態の形成などの問題を取

上げ,固体表面及び吸着子の電子状態,振動状態を含む原子の状態について,すで

に活発に研究を進めているグループに,最近,関心 を持 ち始めているグループを加

え,理論 を中心 とした中型の研究会 をもち,問題点 を整理 し,将来の課題 を浮き彫

りにす ると同時にその可能なモデル ･アプローチについての検討をしたいというの

が,この提案の趣旨である｡

上記の問題の具体的な例として, MgOのような共有結合性が存在すると思われ

る場合の Surfacerumpling,Si(111)面での (2×1)構造に関連する諸性質,(7×

7)構造の機構,Si(100)面での dimerizationの発生,水素吸着によるその消滅の過

程, W(100)面の水素吹着により誘起 される表面再構成の機構などの問題 をあげる

ことができ,このような問題 を通 じて表面構造 と電子状態の静的及び動的な関連を

問題にしたい｡

ロ)世 話 人

菅野 暁 (東大物性研 ),長岡洋介 (基研 ),松原武生 (京大理 ),

吉森昭夫0(阪大基礎工 )

ノ､)日 時

1979年 11月中の 3日間

ニ )参加人員

約 40名 於基研

旅費支給希望者数

東京より約 10名,札幌より約 3名,岡崎より約 3名

2)モ レキュール型

･遷移金属に於 ける原子間相互作用の電子相関効果

<テーマの内容>

遷移金属の磁性に関する理論的研究 を,電子の交換相互作用の取 り扱いとい う点に
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着目してみると,バンド計算を除いて,大部分の研究が tightbindingschemeで原子

内相互作用のみをとる,いわゆる Hubbardmodelによっていることが分る｡ここで

無視される原子間相互作用については,従来から,多かれ少なかれ一定の役割を果す

であろうことが予期されながらも,未だ,系統的な研究は,為されていないようであ

る｡我々は,最近この間題に関心 を持ち,協力 して研究を進めているが,まず,第一

段階として,RPAの範囲で種々の型の原子間相互作用がスピン帯磁率 x(q)-及ぼす

影響を調べた｡ I(｡)の enhancementfact｡rを 〔11 Ⅰ(｡)F(｡汀 1と書 く時, Ni

の中性子散乱の解析から得られた effectiveexchangeparameterI(q)は, qと共に減

少するが,これを上記の考察に基づき解析 した結果,交換型の原子間相互作用が Ⅰ(o)

に約 30%寄与するとすれば,最 も自然に説明できることを示 した. (Prog.Theor.

Phys･59(1978)697.) この仮定はまたNiに於けるスピン波のステイフネコンスタン

トの実験値をも矛盾なく説明しうることを示した｡ (Prog･Theor.Phys.61(1979)699.)

しかしながら,この結論は,電子相関を考慮した時にも,大局的には正 しい,と云

えるかどうかが問題である｡そこで我々は,第二段階として,次の二つの問題を設定

した｡

< 1> 原子内相互作用のみが存在するとしても,電子相 関を考慮すれば,一般に,

Ⅰ(q)はqに依存するはずであるが,その傾向と程度を調べること｡

<2> RPAの結果の表式に表われる原子内及び原子間相互作用は,電子相関効果に

よって減少した有効値であるが,その減少の程度を調べること｡

我々は,この問題をT一近似で取 り扱 うこととLJ既に,電子密度の小さい極限で

は,帯磁率及びTマ トリクスの解を兄い出し,< 1>とく 2>の問題に関して,いく

つかの知見を得ている｡(Frog.Theor.Phys.60(1978)615;60(1978)1611.) しか

し,低密度 という制限のため,現実の遷移金属に,この結果をそのまま適用すること

はできないので,この制限を越えて理論を拡張することが要請され,これが,本テー

マの主な内容である｡この場合,フェルミ面に於ける分布関数の不連続性 を反映して,

I(q)のふるまいが,上記の低密度の結果および,RPAの結果と,質的に異なること

が予想されるなど,興味深い問題をはらんでいると考える｡

<参 加 者>
* **

羽賀栄次郎(名大工 ),加藤友彦 (福岡工大),逢坂 豪 (鳥取大教養)
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★連絡責任者, **提案説明者

<研究会予定>

基研に於いて, 4泊 5日の研究会 を2回 (11月, 3月の予定 )持ちたい｡ 内1回

には計画立案者 3名の他に福岡在住の 1名を加える｡
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ニュ- ス

ニュース

〔北海道大学 理学部〕

(海外出張,帰国,外人の来日,人事移動 )

○談話会 (題目)

6月 28日 ｢強磁性合金における環境効果とスピンのゆらぎ｣

三輪 浩 氏 (阪 大 理 )

7月 12日 ｢マグネタイ ト(Fe304)の Verwey転移｣

飯泉 仁 氏 (日本原子力研究所 )
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プレプリン ト案内

プレプリント案内

〔東京大学 ･理 ･物理 ･久保研究室〕

(40) 1. JohnB.Kogut

AnIntroductiontoLatticeGaugeTheoryandSpinSystems

(41) 8. DieterVolmardt,Y.氏.un-LiuandKazumiMaki

PhaseDiagram fortheHelicalTexturein3He-A

(42) 8. RobijnBruinsmaandKazumiMaki

TexturesinNarrow CylindersinSuperfluid3He-A

(43) 8. MamoruUchinami,SatoshiTakada,andFumihikoTakano

SpinWaveTheoryoftheSpin1/2XY Model

(44) 8. B.Caroli,C.Caroli,B.RouletandJ.F.Gouyet

AWKBTreatmentorDiffusioninaMultidimensionalBistablePotential

(45) 11. HidetoshiFukuyamaandAkioSakurai

GroundStateortheAsymmetricAndersonModelintheT一matrixApproxi-

mation

(46) 11. KosakuYamadaandKe主Yoshida

OrthogonalityCatastropheforaSystem oflnteractingElectronsH

(47) ll. P.C.Hohenberg

HydrodynamiclnstablilitiesandTurbulence

(48) ll. P.C.HohenbergandDavidR.Nilson

Early StagesorSpinodalDecompositioninSupernuid3He-4HeMixtures

(49) 11. A.SchenzleandH.Brand

MultiplicativeStochasticProcessesinStatisticalPhysics

(50) 13. ArisatoKawabata

SuperconductivityorSmallMettalicParticlesI

(51) 22. AtsukoSumi

TheoryofResonanceRamanScatteringandLuminescenceorExcitoninSelf-

TrapplngProcess

(52) 23. H.RiskenandH.D.Vollmer

BrownianMotioninPeriodicPotentialsintheLow-Friction-Limit;Nonlinear
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プ レプリン ト案内

ResponsetoanExternalForce

(53) 27. MorrelH.CohenandG.S.Crest

Theuquid-GlassTransition

(54) 27. MorrelH.CohenandG.S.Crest

TheLiquid-GlassTransition,A Free-VolumeAproach

(55) 30. TatuoK.awasaki

lnterfaceStructureinaMagneticBinaryAlloy
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掲示板

掲 示 板

｢固体表面及び攻着子の理論｣研究会の

参加者を募 ります｡

先日の基研研究部員会議で認められました上記研究会を,下記の要領で開催する予定

です｡参加ご希望の方は 11月 5日までに世話人にご連絡下さい｡ なお,提案趣旨は研

究部員会議報告 (本号掲載 )をご参照下さい｡

日 時 11月 29日(木 )-12月 1日(土 )

場 所 京 大 基 研

世話人 菅野 暁 (東大物性研 )

長岡洋介 (京 大 基 研 )

松原武生 (京 大 理 )

吉森昭夫 (阪 大基 工 )
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編集後記

編 集 後 記

梅雨の明ける気配の 7月 16日,編集会議が行われた｡久 し振 DLに姿を見せられた谷

原さんが髪を短かくしていらして爽やかである｡長岡先生が Progressの編集会議が長引

いてなかなかいらっしゃれないので戸谷さんが議長になられて会議を進めた,氷上さん

がシシリー島で行われた二次元の国際会議から帰られたばかりなので8月迄戸谷さんが

編集長をして下さるのである｡今日は投稿原稿が多かったから会議の方はよどみがない｡

ついっい氷上さんに会議の様子を聞きたくなって幾度も話が外れていった｡

今夜は疎園祭の宵山 京都はこの日から大文字の送 り火の日迄焼けつ くように暑い日

が続 くのが毎年のことである｡ (H･K･)
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ニュ-ス

基 研 S/ ン ポ ジ ウ ム

｢基 礎 物 理 学 研 究 所 の 将 来 と物 理 学｣

日 時 ) ユ9ワ9年ユユ月9日(金 ) ユ0;00-ユ6:45

場 所 ) 基礎物理学研究所 大帝演室

プ ロ グ ラ ム

開会のあい さつ 佐藤文隆

追悼講演

｢朝永博士と基礎物理学研究所｣
小林 稔

｢くりこみ聾諭一回顧と展望 ｣

o基桝におけ る物理学

(座 長 :牧 二郎 )

討 論

開始 ユ○;00

20分

宮本米ニ (筑波大 )30分

休恵 ユ0:50-ユユ:05

佐藤文隆 (基研 )S O脊

森 輩 (九大 )30分

丸森 寿 夫 (穆研 )S o灸

休憩 12.･35-13.･35

青川真二 (広大 )3 0分

4 0分

休憩 14:45～ユ5:00

●体制 と運営

(座長 :並木美音雄 )

話題提供 牧 二郎 (基研 ) S o介

討 論

コ メ ン ト 岩 崎洋一 (筑汲大 )1 5分

,･鰍 麗･(.九大･) i,･5分

渡部三雄 (広大 ) ユ 5分

30分

東 了 ユ6.･45

簸 討論司会 ;益川敏英､三輪 潜､山村正俊



講読規定

個 人講 読

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ま̀す｡ した が って ､ 3月末 ま

で に な るべ く 1年 間分 会 費 を御 支払 い下 さい｡

なお新 規 講 読 お 申込 みの場 合 は下 記 の会 費以 外 に入 会金 と し

て､100円 お支 払 い下 さい｡

1年 間 の会 費

1stvolume 2,340円

2ndvolume 2,340円

計 4,680円

(1年分 ま とめて お支 払 い が困難 の向 きは 1volume 分 ずつ

で も結構 で す )

2. 支 払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用 紙 を御 利 用 の上 御納 入下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京 都 5312)

をお通信 欄 に送 金 内容 を必 ず､明記 して下 さい｡

雑 誌 購 読 者以 外 の代 理 人 が購読料 を送金 され る場 合 ､必 ず購 読者

本 人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 詰代 の支 払遅 滞 の場 合 :当会 の原 則 と して は､正 当 を理 由 な く2

Vols.以 上の誌代 を滞 納 された場 合 には､送 本 を停 止 す る こ とに 在っ

て い ます ので御 留 意 下 さい｡

4. 一 括送 本 を受 け る場 合 :個 人購 読 中 に大学 等 で一 括 配 布 を受 け る

様 に なった場 合 は､必 ず-｢個 人購 読 中止 ､一括 配 布 希望 ｣ の通 知 を

して下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 で す｡

5. 送 本 先 変更 の場 合 :住 所 ､勤務 先 の変更 等送 本 先 が変 った場 合 は､

必 ず■送 本 先 変更 届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所 等機 関 購 読

1. 会 費 :学校 ･研 究 所･等 で の購 読及 び個 人 で あって も公 費払 いの と

きは機 関 会 員 とみ な し､代金 は､ 1冊 730円 ､ 1Vol.4,380円 ､年

間 8,760円 で す ｡ この場 合 ､入 会金 は不用 で す ｡学校 ､研 究所 の会

費 の支 払 い は後 払 いで も結構 で す｡ しか し購二読 申込 み を され る時 に

支 払 い に必 要 を請 求 ､見積 ､納 品書 各何通 必要 なの かをお知 らせ下

さ い ｡

なお､ 当会 の請 求 書 類 で は支 払 い がで きない様 で した ら､貴校 ､

貴研 究機 関 の言青求 書 類 を送 付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発 行 途 上 にあ る volumeの購読 途 中中止

は認 め られ ませ ん｡購 読 中止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐ らい に中

止時 期 を明記 して ｢購.読 中止 屈｣ を送 付 して下 さい｡

雑 誌未 着 の 場合 ,発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい｡
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